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自動車修理，紙漉き，文化財修復，京金網作製，陶磁器作製等を対象として，熟練技術

者の暗黙知の可視化・数値化および仕上がった製品の評価を行ってきた．多くの製造現

場では，技術継承が十分にできていないと感じており OJT 以外の教材を必要としている．

そこで本研究では， 自動車修理板金における熟練者の暗黙知に関する数値データを元に

教育動画を制作することを目的とした (1)． 

動画の制作には，動画編集ソフトウェア AviUtl を用いた．AviUtl は音声合成ソフト  

ウェア CeVioと互換性を持っていることから，動画内の進行役の音声は CeVioを用いた．

進行役の画像は，AviUtl と互換性のある，ゆっくり実況プレイ動画用の動画編集支援ソ

フトウェアであるゆっくり MovieMaker を用いた．ゆっくり MovieMaker は音声に合わせ

て表情を動かす頭部のアニメーションを AviUtl にて自動生成することができる．  

自動車修理板金の中でも打ち出し板金はハンマーとドリーという 2 種類の道具のみで

修理を進める手仕事であり習得が難しいとされているため，打ち出し板金を対象作業と

した．動画の内容には，乗用車の右フロントフェンダーへの打ち出し板金修理を取り扱

った実験結果(2)(3)を用いた．実験結果は「作業時間」「打刻位置」「体の使い方」「仕上がり

の形状」に大別することができた．過去の研究 (4)において，10 分を超える動画の平均視

聴時間は約 5 分であることが分かっていたため，1 本の動画の長さを 5 分程度とできる

よう，以下に示す内容の 6 本の動画を制作した． 

第 1 回：板金の条件，実験方法，作業時間，打刻回数  

第 2 回：打刻回数と打刻位置の関係 

第 3 回：ハンマーの振り上げ距離，脇の角度，肘の角度  

第 4 回：3 次元形状測定による仕上がり評価  

第 5 回：熟練者の作業動画 

第 6 回：非熟練者の作業動画 

動画の仕上がりは，現役の熟練技術者および自動車修理関連書籍の出版社に勤める編

集者が確認した．熟練技術者からは「新人技術者が自分で考えて作業を進められるよう

な選択の余地を残した結果の提示」を求められたため，断定的な言い回しを避けるよう

に内容を修正した． 
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